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石田英敬

歴史の中の総合図書館

新図書館が目指す５つのコト

あなたのための図書館サービス

インタビュー

マンガで知ろう！
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本
特
集
で
は
、
新
図
書
館
計
画
に
よ
っ
て
、

附
属
図
書
館
に
加
わ
る
新
た
な
設
備
や
機
能
、

そ
の
目
的
や
意
義
、
理
念
な
ど
、

こ
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
す
べ
て
を
紹
介
し
て
い
る
。

本
特
集
を
通
じ
、
附
属
図
書
館
が
、

東
京
大
学
の
「
知
」
の
拠
点
と
し
て
、

今
ま
さ
に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
、

そ
の
息
吹
を
感
じ
と
っ
て
ほ
し
い
。 生まれ変わる「知」の拠点

東京大学新図書館計画のすべて

特集

これが2019年完成予想図だ
東京大学の学習・教育・研究の新たな拠点！

ライブラリープラザ（仮称）

研究と学びをつなぐ学術交流の場

収蔵冊数300万冊！
新館地下に巨大自動化書庫

探検！！
ACS と行く総合図書館

歴史の中の総合図書館

新図書館が目指す 5 つのコト 

マンガで知ろう！
あなたのための図書館サービス

東大生と図書館の「転換」　「ハイブリッド図書館」を目指して

インタビュー

石田英敬 新図書館計画推進室長

『図書館の窓』は東京大学附属
図書館の提供するサービスやイ
ベントなどの情報をお届けする
ニュースレターです。この冊子
は、その増刊号として、現在附
属図書館が進めている一大プロ
ジェクト、「新図書館計画」を
ご紹介しています。
　この冊子が誕生することにな
ったきっかけは、新図書館計画
をサポートしてくれている学生
ボランティア組織「アカデミッ
クコモンズサポーター（ACS）」
メンバーの一言。「もっと、僕
たち学生に新図書館計画のこと
をわかりやすく伝えてほしい」
そんな一言から始まった冊子づ
くり。「わかりやすく、気軽に
読める一冊」を目標に、ACSの
みなさんとともにつくりあげま
した。
　ご一読いただき、「新図書館
計画」のことを、そして附属図
書館が変わりつつあることを、
少しでも感じていただけると幸
いです。

ア カ デ ミ ッ ク コ モ ン ズ サ ポ ー タ ー
(ACS) は、東京大学附属図書館の未来
の姿を提案する学生ボランティア組織
です。ACS については 15 ページで詳
しくご紹介しています。ぜひご覧くだ
さい。
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『図書館の窓増刊　
New Library Project』を
お届けします。

ACSとは？

東京大学附属図書館 
新図書館計画推進室

 

生
ま
れ
変
わ
る

「

知
」の
拠
点

特
集

東
京
大
学

新
図
書
館
計
画
の
す
べ
て

伝統ある本館は、外
観を保存したまま内
部を全面改修。

本館

研究と学びをつなぐ
学術交流の場。学生
と研究者が分野を越
えて集い、対話する、
これまでにない空間。

新館 B1
ライブラリー
プラザ（仮称）

新 館 の 地 下 お よ そ
40メ ー ト ル に 建 設。
300万冊の蔵書を収
蔵し、数分で自動的
に取り出せる。

新館 B2-
自動化書庫
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東
京
大
学
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
ご
と
の

拠
点
図
書
館
と
、
学
部
や
研
究
所
ご
と

の
部
局
図
書
館
・
室
が
あ
り
、
そ
の
数

は
全
部
で
35
。
こ
れ
ら
が
「
東
京
大
学

附
属
図
書
館
」
と
い
う
名
の
下
に
有
機

的
に
結
び
つ
き
、
学
生
の
学
習
や
教
員

の
教
育
・
研
究
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。
附
属
図
書
館
全
体
の
蔵
書
数
は

9
3
0
万
冊
を
超
え
、
基
本
書
か
ら
専

門
書
、
さ
ら
に
は
国
宝
級
の
貴
重
書
ま

で
を
備
え
た
、
東
京
大
学
の
知
の
拠
点

と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
大
学
教
育

改
革
や
、
学
術
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

あ
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
ま
た
、

増
え
続
け
る
蔵
書
の
保
存
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
な
ど
、
今
後
の
学
習
・
教
育
・
研

究
を
支
え
る
た
め
に
は
さ
ら
な
る
進
化

が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。

　

そ
こ
で
計
画
さ
れ
た
の
が
「
新
図
書

館
計
画
」
で
あ
る
。
附
属
図
書
館
の
中

心
的
存
在
、
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る

総
合
図
書
館
の
建
物
（
本
館
）
を
改
修

し
、
さ
ら
に
は
新
た
な
建
物
（
新
館
）

も
建
設
す
る
と
い
う
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
。

　

新
館
に
は
、
学
生
が
グ
ル
ー
プ
で
学

習
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

プ
ラ
ザ
（
仮
称
）」
と
、
3
0
0
万
冊

も
の
蔵
書
を
保
存
で
き
る
「
自
動
化
書

庫
」
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
本
館
は
、
歴
史
あ
る
建

物
の
外
観
は
そ
の
ま
ま
に
し
、
内
部
を

全
面
的
に
改
修
す
る
。
現
在
の
設
備
だ

け
で
は
サ
ポ
ー
ト
で
き
な
い
様
々
な
学

習
・
教
育
・
研
究
の
た
め
の
環
境
が
整

え
ら
れ
る
予
定
だ
。

　
「
新
図
書
館
計
画
」
に
よ
り
、「
東
京

大
学
附
属
図
書
館
」
は
、
人
と
資
料
が
、

す
な
わ
ち
知
が
、
今
よ
り
も
も
っ
と
集

い
、
つ
な
が
る
場
所
と
な
る
。
知
の
つ

な
が
り
は
、
新
た
な
知
を
創
造
し
、
循

環
さ
せ
て
い
く
。
知
が
集
い
、
つ
な
が

る
図
書
館
を
目
指
し
て
、
附
属
図
書
館

の
進
化
が
今
、
始
ま
っ
て
い
る
。

生
ま
れ
変
わ
る
「
知
」
の
拠
点

東
京
大
学
附
属
図
書
館
の
進
化

2019年 
完成予想図だ
東京大学の
学習・教育・研究の
新たな拠点！
新図書館計画では、本郷キャンパスにある
総合図書館の建物（本館）の全面改修に加え、
図書館前の広場地下に新たな建物（新館）を建設し、
これからの学習・教育・研究のための新たな拠点を形成する。
工事はすでに始まっており、2017 年 4 月には新館が、
2019 年には本館の改修が完了する予定だ。

これが

　

グ
ル
ー
プ
学
習

室
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
「
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
プ
ラ
ザ
（
仮
称
）」
と
、

3
0
0
万
冊
の
収
蔵
能
力
を
持
つ

「
自
動
化
書
庫
」
か
ら
な
る
「
新

館
」
は
、
図
書
館
前
広
場
の
地
下

40
m
に
つ
く
ら
れ
る
。
こ
こ
が
、

東
京
大
学
に
お
け
る
能
動
的
な
学

習
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
）
の
拠
点
と
な
り
、
ま
た
、
紙

の
資
料
を
保
存
し
、
百
年
先
の
未

来
に
つ
な
げ
る
知
の
ア
ー
カ
イ
ブ

に
な
る
。

ライブラリープラザ（仮称）イメージ CG

図書館前広場の

噴水下に
新たな

  施設が！
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大
学
で
の
学
び
を
、
複
雑
化
し
た

社
会
で
活
用
で
き
る
知
に
つ
な
げ
る

に
は
、
受
動
的
な
知
識
の
習
得
だ
け

で
な
く
、
議
論
や
発
表
な
ど
の
能
動

的
な
学
習
が
重
要
と
な
る
。
東
京
大

学
に
お
い
て
も
総
合
的
な
教
育
改
革

の
中
で
、
主
体
的
学
び
の
促
進
を
掲

げ
て
い
る
。
多
様
な
学
習
ス
タ
イ
ル

に
対
応
で
き
る
場
所
や
、
多
様
な

人
々
が
刺
激
を
与
え
合
う
環
境
が
、

教
室
外
の
学
び
の
場
で
あ
る
図
書
館

に
も
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

新
館
地
下
1
階
に
生
ま
れ
る
「
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
プ
ラ
ザ
（
仮
称
）」
は
、

学
生
と
研
究
者
が
議
論
し
、
研
究
成

果
を
発
表
す
る
、
多
様
な
シ
ー
ン
で

利
用
で
き
る
空
間
だ
。
仕
切
り
の
な

い
円
形
ス
ペ
ー
ス
で
、
様
々
な
学
部

か
ら
集
う
人
々
の
活
動
が
何
気
な
く

目
に
入
り
、
話
し
声
も
聞
こ
え
る
、

刺
激
的
な
「
知
の
円
形
劇
場
」
で
あ

る
。

　

学
び
を
促
進
す
る
た
め
、
設
計
に

は
ど
ん
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
か
。

設
計
担
当
の
川
添
善
行
准
教
授
（
生

産
技
術
研
究
所
）
に
話
を
聞
い
た
。

　
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
プ
ラ
ザ
は
円
形

の
た
め
見
通
し
が
よ
く
、
目
に
入
る

様
々
な
活
動
か
ら
刺
激
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
真
上
に
あ
る
図
書
館
前
広
場

の
噴
水
底
が
天
窓
の
役
割
を
は
た
し

て
お
り
、
こ
こ
か
ら
太
陽
の
光
が
地

下
1
階
の
床
面
に
広
が
っ
て
い
く
。

円
の
中
心
に
向
か
っ
て
上
昇
す
る
天

井
デ
ザ
イ
ン
が
、「
知
の
一
体
性
」

を
も
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

音
環
境
も
工
夫
し
ま
し
た
。
し
ん

と
し
て
い
る
と
話
し
に
く
く
、
他
グ

ル
ー
プ
の
声
が
は
っ
き
り
聞
こ
え
る

と
気
に
な
る
。
議
論
し
や
す
い
「
心

地
の
よ
い
ざ
わ
め
き
」
は
ど
う
す
れ

ば
つ
く
り
出
せ
る
か
。
そ
の
仕
掛
け

は
天
井
に
あ
り
ま
す
。
天
井
は
格
子

状
の
木
で
つ
く
ら
れ
、
裏
に
吸
音
材

が
あ
り
、
こ
れ
が
人
々
の
話
し
声
を

適
度
に
吸
収
し
散
ら
す
の
で
す
」

　

昔
の
大
学
教
育
で
は
、
本
の
中
の

答
え
を
学
生
が
効
率
的
に
吸
収
す
る

こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
図
書
館

建
築
の
主
題
は
、
壁
の
本
棚
を
い
か

に
美
し
く
見
せ
る
か
だ
っ
た
と
い
う
。

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
プ
ラ
ザ
は
、
答
え
の

な
い
問
い
を
皆
で
議
論
す
る
場
と
な

る
よ
う
つ
く
ら
れ
て
い
る
。「
答
え

の
あ
る
時
代
の
壁
の
図
書
館
か
ら
、

皆
で
議
論
す
る
天
井
の
図
書
館
へ
」

と
川
添
先
生
が
表
現
す
る
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
の
図
書
館
と
は
異
な
る
空

間
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
プ
ラ
ザ

は
研
究
と
学
び
を
つ
な
ぐ
場
と
な
る

こ
と
が
企
図
さ
れ
て
い
る
。
異
分
野

間
の
研
究
者
の
交
流
や
、
研
究
者
と

学
生
の
出
会
い
が
、
発
見
や
創
造
、

そ
し
て
「
学
び
」
に
つ
な
が
っ
て
い

く
は
ず
だ
。

東
大
生
の
新
し
い
学
び
の
場

研究と学びをつなぐ
学術交流の場

B1
L i b r a r y  P l a z a

ライブラリープラザ（仮称）

2017 年 4 月運用開始予定の
「ライブラリープラザ（仮称）」は知の円形劇場。学生と研究者が集い、
様々なパフォーマンスや対話が行われる、学術交流の舞台である。
分野の異なる人々が集い、気軽に議論する、
これまでにない空間が生まれる。

「ライブラリープラザ（仮称）」イメージ模型。
広さ約 800㎡、収容能力 200 名程度の円形空間。

仲間と研究会を立ち上げた。今日はミー
ティング。テーブルと椅子は、自由に組
み合わせができるから、自分たちのスタ
イルで使える。ライブラリープラザ（仮
称）では、いつもどこかでディスカッシ
ョンが起きている。周りに刺激されて、
自分たちの議論も活性化。みんなで話せ
ば一人のときよりも多くの発見があるだ
ろう。

学会で発表するだけでなく、異分野の人
とも話してみたい。「アカデミック・ス
テージ（仮称）」では、研究成果をプレゼ
ンしたり、トークセッションで、分野の
壁を越えて議論したりできる。学生と研
究者も入り混じる。ふとした出会いから、
新たなテーマが見つかるかもしれない。

知っている本なら東大OPACで探すこと
ができるけれど、今日は知らない本に出
会いたい。書棚「ブックフォレスト」は、
本との偶然の出会いを生み出す企画展示
コーナー。そこで出会うのは、答えが見
つけられずにいたあの問題のヒントとな
る本かもしれない。イベントの後に訪れ
れば、学びをさらに深めてくれるだろう。

自主的な勉強会や研究会

研究成果の発信と異分野交流

新たな本との出会い

グループワーク

学術イベント

「ブックフォレスト」

ライブラリープラザ（仮称）で

学生協働ワークショップ
（2014 年 9 月、お茶の水女子大学）

第 1 回ミニレクチャプログラム（2014 年 6 月開催）

企画展示「関心の海と書評の小島」
（2013 年 6-7 月開催）

Point

1

Point

2

Point

3

「ライブラリープラザ（仮称）」
のゾーニング案イメージ模
型。学習・研究活動の様々
な場面で利用できる。

こんな
ことが
できる！
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お
よ
そ
9
3
0
万
冊
。
東
京
大
学

附
属
図
書
館
の
蔵
書
数
だ

（
ｉ
）

。
蔵
書
は

毎
年
約
10
万
冊
の
ペ
ー
ス
で
増
え
続

け
て
い
る
。
過
去
か
ら
積
み
重
ね
ら

れ
て
き
た
資
料
を
、
今
、
研
究
・
学

習
支
援
に
提
供
し
、
ま
た
未
来
に
遺

さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
資
料
は
日
々
増

え
続
け
る
が
、
そ
れ
を
保
存
す
る
ス

ペ
ー
ス
は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ス

ペ
ー
ス
が
足
り
な
く
な
っ
て
い
る
の

が
現
状
だ
。

　

東
京
大
学
に
は
、
柏
図
書
館
に

1
0
0
万
冊
収
蔵
可
能
な
自
動
化
書

庫
が
あ
り
、
全
学
か
ら
自
然
科
学
系

雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
集
約
し

て
保
存
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

自
然
科
学
系
の
部
局
図
書
館
・
室
で

は
、
あ
る
程
度
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ

れ
る
。
し
か
し
、
総
合
図
書
館
や
人

文
社
会
科
学
系
の
部
局
図
書
館
・
室

で
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
苦
し
ん

で
い
る
。

　

新
館
地
下
に
つ
く
ら
れ
る
自
動
化

書
庫
に
は
、
本
館
４
階
に
設
置
さ
れ

る
ア
ジ
ア
研
究
図
書
館
の
蔵
書
の
一

部
の
ほ
か
、
人
文
社
会
科
学
系
雑
誌

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
な
ど
も
収
め
ら

れ
る
予
定
だ
。
3
0
0
万
冊
収
蔵
可

能
な
書
庫
に
、
総
合
図
書
館
や
人
文

社
会
科
学
系
の
部
局
図
書
館
・
室
の

蔵
書
の
一
部
を
移
せ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

に
余
裕
が
生
ま
れ
る
。
キ
ャ
ン
パ

ス
拠
点
図
書
館
で
あ
る
総
合
図
書
館

で
は
学
習
支
援
を
中
心
に
、
部
局
図

書
館
・
室
で
は
研
究
支
援
を
中
心
に
、

よ
り
力
を
注
げ
る
よ
う
に
な
る
。

　

で
は
、
自
動
化
書
庫
と
は
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
。
書
庫
の
中
の
巨
大

な
棚
に
資
料
の
入
っ
た
コ
ン
テ
ナ
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
コ
ン
テ
ナ
を
出

し
入
れ
す
る
装
置
を
ス
タ
ッ
カ
ー
ク

レ
ー
ン
と
言
う
。
O
P
A
C
な
ど
か

ら
の
出
庫
指
示
を
受
け
、
ス
タ
ッ
カ

ー
ク
レ
ー
ン
が
目
的
の
資
料
が
入
っ

た
コ
ン
テ
ナ
を
取
り
出
し
、
搬
送
路

に
乗
せ
る
。
コ
ン
テ
ナ
は
自
動
的
に

出
庫
口
へ
運
ば
れ
て
く
る
。

　

気
に
な
る
の
は
使
い
勝
手
だ
ろ
う
。

柏
図
書
館
の
自
動
化
書
庫
を
例
に
見

て
み
よ
う
。

　

図
書
館
内
の
O
P
A
C
端
末
で
資

料
を
検
索
し
、
検
索
結
果
画
面
の

「
出
庫
指
示
」
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
。
5
分
前
後
（
早
け
れ
ば
3

分
！
）
で
資
料
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
は
で
き
な

い
が
、
見
た
い
資
料
や
部
分
が
決
ま

っ
て
い
れ
ば
、
自
分
で
探
し
に
行
く

こ
と
な
く
数
分
で
資
料
を
取
り
出
せ

る
。
自
分
で
書
庫
に
資
料
を
取
り
に

行
く
よ
り
も
楽
だ
し
、
時
間
も
早
い

か
も
し
れ
な
い
。

　

使
い
勝
手
、
と
は
違
う
が
、
ひ
と

つ
付
け
加
え
た
い
。
そ
れ
は
「
安

全
」
だ
。
自
動
化
書
庫
は
震
度
7
ク

ラ
ス
の
地
震
に
も
耐
え
る
性
能
を
持

ち
資
料
を
安
全
に
保
管
で
き
る
。
通

常
、
人
が
立
ち
入
ら
な
い
の
で
、
万

一
資
料
が
落
下
し
て
も
人
的
被
害
が

な
い
。

　

自
動
化
書
庫
は
「
所
蔵
す
る
人
類

の
貴
重
な
知
的
遺
産
を
責
任
を
持
っ

て
次
の
世
代
に
伝
え
る
」（
東
京
大

学
図
書
館
憲
章
）
こ
と
を
実
現
し
、

東
京
大
学
の
「
知
の
ア
ー
カ
イ
ブ
」

を
支
え
る
役
割
を
担
う
。
ま
た
、
知

を
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
人
が
集
ま
り
、

図
書
館
が
新
た
な
出
会
い
の
場
に
な

る
。
出
会
い
か
ら
新
た
な
知
が
生
み

出
さ
れ
る
と
い
う
循
環
の
土
台
と
な

る
こ
と
を
目
指
す
。

 （
ｉ
）
平
成
26
年
3
月
31
日
現
在

「
知
」の
集
中
と「
知
」の
循
環

  

自
動
化
書
庫
が
担
う
役
割

新
館
地
下
に
巨
大
自
動
化
書
庫

自動化書庫

東
京
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
膨
大
な
資
料
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、

新
館
地
下
に
自
動
化
書
庫
が
つ
く
ら
れ
る
。

そ
の
収
蔵
冊
数
は
3
0
0
万
冊
と
国
内
最
大
級
の
規
模
だ
。

資
料
の
永
年
保
存
は
、
学
術
機
関
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
も
あ
る
。

東
京
大
学
の
「
知
」
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
、
そ
し
て
新
た
な
「
知
」
と
の
出
会
い
の
場
を
支
え
る
役
割
を
担
う
。

B2-
Automated Storage 
and Retrieval System

柏図書館自動化書庫の内部。天井まである棚に収め
られたコンテナをスタッカークレーンが取り出す。
中央の通路をスタッカークレーンが移動する。

出庫口。コンテナに乗ってここに資料が到着する。
（写真は柏図書館のもの）

収蔵冊数300
万冊！

　

新
館
は
広
場
の
地
下
を
お
よ
そ
40
ｍ

掘
っ
て
つ
く
ら
れ
る
。
そ
の
高
さ
は
12

〜
13
階
建
て
の
建
物
と
同
じ
だ
。
地
下

に
建
物
を
つ
く
る
た
め
地
面
を
掘
る
の

だ
が
、
40
ｍ
を
一
気
に
掘
る
こ
と
は
と

て
も
む
ず
か
し
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
建

物
を
地
上
で
つ
く
り
、
そ
れ
を
重
さ
で

沈
め
て
い
く
と
い
う
方
法
を
と
る
。
建

物
の
床
下
に
最
初
は
人
が
、
最
終
的
に

は
ロ
ボ
ッ
ト
が
入
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
地

上
で
操
作
し
、
建
物
を
沈
め
て
い
く
。

こ
の
土
木
技
術
は
「
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク

ケ
ー
ソ
ン
工
法
」
と
言
い
、
19
世
紀
に

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で
用
い
ら

れ
、
日
本
で
は
明
治
時
代
に
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
橋
や
永
代
橋
の
基
礎
に
も
使

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
土
木
技
術

を
建
築
空
間
で
使
う
と
い
う
類
ま
れ
な

工
事
が
広
場
で
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク

ケ
ー
ソ
ン
工
法
を
使
っ
て

四方を建物に囲まれている場合にも有効
な工法。中央の四角い部分が建物で、こ
れを沈めていく。

着底 初期構築沈下開始構築・沈下 Column

広場の
類まれなる

工事
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新
図
書
館
計
画

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

A
C
S
で
す
！

私
た
ち
も

一
緒
に
ご
紹
介

し
ま
す
！

　総合図書館の改修。それは
図書館のもつ歴史性を継承し
つつ、将来の利用にふさわし
い機能を付加するという挑戦
的な取り組みだ。
　このページで紹介されてい
る外観や歴史的価値の高い部
屋などは、それを保全し将来
へ継承していくべきエリアで
ある。これまでにも、戦時中
の金属供出により失われた玄
関ポーチ外灯の復元（2009
年12月）など図書館の歴史
性継承の取り組みは着実に進
められており、安田講堂の改
修と並び大きな意義を持つプ
ロジェクトとなっている。
　その一方で、図書館に新た
な機能を付加する改修も行わ
れる。例えば2階には、従来
にはない「メディアを使い/
生み出す場」を提供する「メ
ディアラボ（仮称）」が設け
られる。また、4階は「アジ
ア研究図書館」のフロアに生
まれ変わる。アジア研究に関
する国内外の第一級の資料を
収集・整理し、世界の研究者
が集う国際的な拠点となるこ
とを目指している。
　もちろん静謐な閲覧空間は
総合図書館の重要な機能のひ
とつであり、今後も受け継が
れていく。伝統を尊重しなが
ら新たな機能を取り入れてい
くことで、より多様な学びの
スタイルを支援できる図書館
となることだろう。

本館改修後の展望

ACSと行く
総合図書館

新図書館計画により、
全面改修が予定されている総合図書館。

その建物は 1928 年に建設されており、90 年近い歴史を誇る。
そんな歴史と伝統の詰まった総合図書館の魅力は、

膨大な蔵書だけではない。
知る人ぞ知る総合図書館の見どころを紹介する。

　現在の総合図書館は、関東大震災
により廃墟と化した「旧図書館」に
かわって建設されたものだ。安田講
堂と同じく、建設当時工学部教授で
あった内田祥三（後の東京帝国大学
第14代総長）によって設計されて
いる。入口のアーチ、スクラッチタ
イルの壁面、尖塔型の柱など「内田
ゴシック」と呼ばれる特徴がふんだ
んに盛り込まれており、正面から見
るとまるで本棚に本が並んでいるか
のよう。改修後も本棚の中に入り込
む感覚は維持される予定だ。

　建設当時、関東大震災からの復興
を記念して「記念室」と名づけられ
ていた。後に「貴賓室」とも呼ばれ、
皇族をはじめとする来客用の部屋と
して使用された。入り口にある「南
葵文庫」の額は徳川慶喜の自筆のも
の。総合図書館の中でも特に歴史性
を味わえるこの一室、最近では講演
会などのイベントにも活用されてい
る。総合図書館の過去と未来とをつ
なぐ象徴として、比類のない役割を
担っている。

　大階段を上りきると広大な空間に
たどり着く。花々を象った彫刻の施
された天井や柱、壁面のメダリオン
やレリーフなどが目を引き、その重
厚な雰囲気は美術館や博物館を思わ
せる。しかし、創建90年という時
間の経過に伴い、老朽化のため天井
表面が剥離する可能性があることも
明らかになった。建物の安全性を高
めることも、改修の目的のひとつで
ある。

　館内で最も広い閲覧室で、東西に
長い空間に建設当時から残る長机が
並んでいる。ホールと同じく天井の
梁には意匠を凝らした装飾が施され、
奥行きやゆとりを感じられる空間と
なっている。静かに本と向き合う時
間を過ごす場所として、昔から長く
親しまれてきた。現在の、そして将
来の東大生にも、思い出に残る場所
として受け継いでいきたい。

　正面玄関の大きな扉をくぐると、目の前に出現するのが3階まで続
くこの大階段。大理石と敷き詰められた赤絨毯の圧倒的な迫力は、ま
さに東京大学の図書館を代表する見どころといえる。階段上部の吹き
抜けが3階のホールと融合し、建物内の縦のつながりを感じさせる重
要な空間だ。

本が並んでる!?　
“内田ゴシック”の真髄

図書館の風格を
閉じこめた一室

見上げればそこには
花咲くアーチ

いつの時代も、学びの場として

3 階まで吹き抜け！荘厳な大階段

F1-3
Main Building

本   館

外観1 階洋雑誌閲覧室

3 階ホール

3 階閲覧室

大階段

階段に
アンモナイト

発見！

座っている
だけで身が

引き締まります

細部の
デザインにも

注目！

本がせり出して
くるようで、

迫力があります

Column

360度
見どころです

探検！！

本館改修イメージ検討のための
CG より

新図書館計画学生ボランティア「アカデミックコモンズサポ
ーター（ACS）」の詳細については、15ページをご覧ください。

Check!
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総
合
図
書
館
は
闘
争
の
進
展
と
は
無
縁

に
、
た
だ
ひ
た
す
ら
『
学
問
』
に
は
げ

む
点
取
虫
の
最
大
の
巣
窟
と
な
っ
て
い

た
。【『
若
者
た
ち
の
叛
乱
と
そ
の
背

景
：
1
9
6
8
上
巻
』（
2
0
0
9
）

か
ら
引
用
】

　

結
果
的
に
総

合
図
書
館
は

1
9
6
8
（
昭

和
43
）
年
11
月

か
ら
翌
年
２
月

ま
で
閉
鎖
さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。

広
場
に
大
学
生
と
し
て
の
短
い
記
憶

を
残
し
戻
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
学
徒
出
陣

の
先
輩
た
ち
の
こ
と
を
想
い
、
大
谷
が

供
養
の
た
め
描
い
た
「
曼
荼
羅
」
で
あ

る
。【『
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
案

内
』（
2
0
0
5
）
か
ら
引
用
】

　

新
館
建
設
後
の
総
合
図
書
館
前
広
場

は
、
こ
れ
ら
歴
史
の
記
憶
に
配
慮
し
、

伝
統
と
新
し
さ

を
併
せ
た
空
間

と
な
る
よ
う
計

画
が
さ
れ
て
い

る
。

震
災
で
炎
上
し
た
図
書
館
は
映
画
の
シ
ー
ン
に
も

図
書
館
建
設
地
は
溶
姫
御
殿
跡
地

（大正 12 年）関東大震災（昭和 44 年）
東大安田講堂事件　大学紛争

（平成 27 年）
現在新図書館計画進行中

（昭和 20 年）
終戦

激
論
！
図
書
館
再
建
計
画
案

国
内
外
か
ら
多
く
の
資
料
が
寄
贈

大
学
史
関
係
資
料
が

重
要
文
化
財
に

秘
密
裏
に
進
ん
だ

終
戦
工
作
の
裏
舞
台

東
大
紛
争
に
よ
る

図
書
館
閉
鎖

図
書
館
前
広
場
に
描
か
れ
た
「
曼
荼
羅
」

東京帝国大学図書館時代の閲覧室

南原繁教授肖像
写真出典：『東京大学百年史』通史二封鎖された総合図書館前　写真提供：共同通信社

色付きの石でモザイクされた「曼荼羅」
写真出典：『東京大学本郷キャンパス案内』

1909（明治 42）年頃の旧図書館廃墟となった図書館 再建中の図書館1928（昭和 3）年に再建された図書館1955（昭和 30）年頃の図書館新館建設前の図書館新館建設中の図書館

炎上する図書館 出土した埋蔵物再建後の図書館とまったく
異なる姉崎館長の設計案上／森鴎外蔵書印　

下／自筆サイン　

重要文化財に指定された
大学史関係資料

大量の寄贈図書の整理に追われる司書

伊藤博文自筆の「青洲文庫」の額

　

1
9
2
3
（
大
正
12
）
年
9
月
1

日
の
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
、
レ
ン
ガ

造
り
の
旧
図
書
館
は
炎
上
し
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
旧
図
書
館
炎
上
の
シ
ー
ン
は

映
画
『
風
立
ち
ぬ
』（
2
0
1
3
、
宮

崎
駿
監
督
）
で
描
か
れ
て
い
る
。
ご
覧

に
な
っ
た
方
も
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
写
真
に
よ
く
似
た
シ
ー
ン
が
描

か
れ
て
い
る
の
で
、
気
に
な
る
方
は
チ

ェ
ッ
ク
し
て
み
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
現
在
工
事
中
の
新
館
建
設
に

　

江
戸
時
代
、
東
京
大
学
の
敷
地
は
元
加

賀
藩
の
上
屋
敷
で
あ
っ
た
。
1
8
2
7

（
文
政
10
）
年
に
は
、
将
軍
家
よ
り
嫁

い
だ
溶
姫
の
た
め
に
赤
門
が
建
設
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
赤
門
を
正
門
と
し
て
い

た
邸
宅
が
溶
姫
御
殿
だ
。
総
合
図
書
館

前
広
場
で
行
わ
れ
て
い
る
新
館
建
設
現

場
は
、
ち
ょ
う
ど
溶
姫
御
殿
の
跡
地
で

あ
る
。
新
館
建
設
工
事
の
た
め
の
発
掘

調
査
で
は
、
食
器
類
や
、
か
ん
ざ
し
な

ど
の
装
飾
品
が
出
土
し
て
い
る
。

際
し
て
行
わ
れ
た
、
総
合
図
書
館
前
広

場
で
の
埋
蔵
文
化
財
調
査
で
出
土
し
た

赤
い
レ
ン
ガ
は
、
関
東
大
震
災
で
焼
失

し
た
旧
図
書
館
の
基
礎
で
あ
っ
た
。
こ

の
レ
ン
ガ
は
何
ら
か
の
形
で
再
利
用
す

る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

焼
失
し
た
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

1
9
2
4
（
大
正
13
）
年
に
図
書
館
再

建
と
図
書
の
復
興
の
た
め
に
と
ジ
ョ

ン
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏 

よ
り
4
0
0
万
円
の
寄
付
の
申
し
出

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

図
書
館
再
建
の
計
画
案
に
つ
い
て
は
、

立
案
し
た
内
田
祥
三
（
当
時
営
繕
課
長

兼
図
書
館
建
築
部
長
）
と
姉
崎
図
書
館

長
の
間
で
激
論
が
展
開
さ
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
内
田
祥
三
氏
は
キ
ャ
ン
パ

ス
構
想
全
体
と
の
整
合
性
を
唱
え
、
姉

崎
館
長
は
図
書
館
と
し
て
の
機
能
を
重

　

関
東
大
震
災
で
の
図
書
館
の
全
焼
に

よ
り
、
所
蔵
図
書
は
瞬
時
に
灰
塵
と
帰

し
た
。
し
か
し
、
幸
い
に
も
、
多
数
の

貴
重
な
図
書
の
寄
贈
の
申
し
出
が
あ
っ

た
。
国
内
か
ら
の
寄
贈
で
特
筆
す
べ
き

も
の
は
、
当
時
侯
爵
で
あ
っ
た
徳
川
家

か
ら
の
「
南
葵
文
庫
」
で
あ
る
。
質
量

と
も
に
総
合
図
書
館
蔵
書
の
根
幹
を
な

す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

「
鴎
外
文
庫
」
は
森
鴎
外
の
蔵
書
で
、

こ
ち
ら
も
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め

1
9
2
6 

（
大
正
15
）
年
に
遺
族
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
。
鴎
外
自
筆
の
写
本
、
書

視
し
設
計
の
変
更
を
主
張
。
現
在
の
建

物
を
見
る
と
、
内
田
祥
三
氏
の
案
に
近

い
も
の
に
落
ち
着
い
た
と
推
測
で
き
る
。

完
成
は
1
9
2
8
（
昭
和
3
）
年
で

同
年
12
月
に
竣
工
式
を
迎
え
た
。

き
入
れ
本
も
多
い
。

「
青
洲
文
庫
」
は
甲
州
の
素
封
家
渡
辺

家
の
寿
、
信
（
青
洲
）、
沢
次
郎
の
三

代
に
わ
た
る
旧
蔵
書
を
信
の
子
、
沢
次

郎
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
個
人

の
蔵
書
と
し
て
は
質
量
と
も
に
す
ぐ
れ

た
も
の
で
、
震
災
後
の
復
興
の
礎
の
ひ

と
つ
と
な
っ
た
。「
青
洲
文
庫
」
の
額

は
、
初
代
内
閣
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
の

書
で
あ
る
。
伊
藤
博
文
と
青
洲
が
将
棋

で
賭
け
を
し
て
、
負
け
た
博
文
が
自
筆

し
た
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
。

『
東
京
帝
國
大
學
五
十
年
史
』

（
1
9
3
2
）
編
纂
に
あ
た
っ
て
収
集

さ
れ
、
総
合
図
書
館
と
大
学
文
書
館
で

所
蔵
し
て
い
る
資
料
が
、「
東
京
大
学

史
関
係
資
料
」
と
し
て
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
大
学
史
の
歴
史

資
料
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
江

戸
時
代
末
期
、
東
京
大
学
の
前
史
と
な

る
、
太
政
官
の
下
の
「
大
学
校
」
時
代

に
は
じ
ま
り
、
1
8
7
7
（
明
治
10
）

年
に
創
設
さ
れ
た
東
京
大
学
か
ら
帝
国

　

戦
時
中
の
図
書
館
は
、
南
原
繁
法
学

部
教
授
（
後
の
第
15
代
東
大
総
長
）
た

ち
の
「
終
戦
工
作
」
に
お
い
て
記
述
が

確
認
で
き
る
。

|
こ
の
終
戦
工
作
は
ま
っ
た
く
法
学

部
の
同
志
だ
け
で
や
り
ま
し
た
。（
中

略
）
も
ち
ろ
ん
き
わ
め
て
秘
密
を
要
す

る
こ
と
で
す
か
ら
、
潜
行
し
て
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）
ひ
そ
か

に
大
学
の
中
央
図
書
館
の
二
階
の
貴
賓

室
に
集
ま
り
、
情
報
を
も
ち
よ
っ
て
は
、

そ
れ
を
分
析
し
（
後
略
）。【『
聞
き
書

　

戦
後
の
図
書
館
は
、
東
大
紛
争
の
舞

台
と
し
て
登
場
す
る
。

|
東
大
全
共
闘
は
、（
中
略
）
全
学
封

鎖
に
邁
進
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。
こ

の
全
学
封
鎖
方
針
の
第
一
歩
と
し
て
選

ば
れ
た
の
は
、
本
郷
の
総
合
図
書
館
だ

っ
た
。
東
大
闘
争
渦
中
で
も
、
研
究
や

司
法
試
験
勉
強
に
い
そ
し
む
教
授
や
学

生
は
多
く
、
総
合
図
書
館
に
は
そ
う
し

た
人
々
が
集
ま
っ
て
い
た
。（
中
略
）

　

総
合
図
書
館
前
の
広
場
が
文
学
部

3
号
館
と
法
学
部
4
号
館
に
囲
ま
れ

た
空
間
に
な
っ
た
の
は
、
1
9
8
7

（
昭
和
62
）
年
で
あ
る
。
ふ
た
つ
の
建

物
の
設
計
者
で
あ
る
、
大
谷
幸
夫
工
学

部
名
誉
教
授
が
こ
の
と
き
総
合
図
書
館

前
広
場
に
描
い
た
「
曼
荼
羅
」
図
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
た
い
。

|
広
場
に
は
色
の
つ
い
た
石
材
な
ど

の
モ
ザ
イ
ク
で
幾
何
学
模
様
が
描
か
れ

て
い
る
。
周
囲
の
建
物
に
上
り
、
上
か

ら
見
下
ろ
す
と
舞
台
上
に
舞
っ
た
舞
姫

の
軌
跡
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
こ
の

大
学
へ
、
東
京
帝
国
大
学
を
経
て
新
制

の
東
京
大
学
誕
生
に
至
る
ま
で
の
公
文

書
類
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

南
原
繁
回
顧
録
』（
1
9
8
9
）
か

ら
引
用
】

　

中
央
図
書
館
が
総
合
図
書
館
の
こ
と

か
、
２
階
に
貴
賓
室
が
あ
っ
た
か
な
ど

定
か
で
な
い
が
、
歴
史
の
裏
舞
台
で
図

書
館
が
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
終

戦
工
作
は
結
果
と
し
て
実
を
結
ば
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
要
人
た
ち
に

影
響
を
与
え
、
そ
の
意
見
は
天
皇
の

も
と
ま
で
届
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

【
参
考
資
料
『
天
皇
と
東
大
：
下
巻
』

（
2
0
0
5
）】

総合図書館は、
1877（明治 10）年の東京大学開学以来、

幾多の変遷を経て現在に至っている。
この図書館は、これまで多くの人物に支えられ、

時には歴史の表舞台に立つこともあった。
ここでは、総合図書館の歴史について、

エピソードを交えて紹介してみたい。

小
説
『
三
四
郎
』
の
中
の
図
書
館

　

1
8
7
7 

（
明
治
10
）
年
の
東
京
大

学
の
創
設
時
に
東
京
大
学
図
書
館
は
設

置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
は
図

書
館
と
い
う
組
織
は
あ
る
も
の
の
、
独

立
し
た
建
物
は
な
か
っ
た
。
独
立
し
た

図
書
館
が
完
成
す
る
の
が
、
図
書
館

設
置
か
ら
15
年
後
の
1
8
9
2
（
明

治
25
）
年
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
図
書
館

の
様
子
は
、
ご
存
知
夏
目
漱
石
の
小
説

『
三
四
郎
』（
1
9
0
8
）
に
登
場
し

て
い
る
。

|
三
四
郎
は
始
め
て
図
書
館
に
這
入

る
事
を
知
つ
た
。
其
翌
日
か
ら
三
四
郎

は
四
十
時
間
の
講
義
を
殆
ん
ど
半
分
に

減
し
て
仕
舞
つ
た
。
さ
う
し
て
図
書
館

に
這
入
つ
た
。
広
く
、
長
く
、
天
井
が

高
く
、
左
右
に
窓
の
沢
山
あ
る
建
物

で
あ
つ
た
。【『
漱
石
全
集
：
第
五
巻
』

（
1
9
9
4
）
か
ら
引
用
】

　

漱
石
は
、
他
に
『
入
社
の
辞
』

（
1
9
0
7
）
で
も
図
書
館
に
つ
い
て

触
れ
て
い
る
。
興
味
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
。

19231930 1920 1910
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―
―
図
書
館
っ
て
、
こ
れ
ま
で
は
本
を
読

む
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
つ

く
っ
て
い
る
新
館
の
地
下
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
プ
ラ
ザ
（
仮
称
）
は
、
議
論
と
か
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
の
空
間
で
す
ね
。
で
も
同
時

に
、
東
大
図
書
館
は
こ
れ
か
ら
も
本
の
文

化
を
守
る
、
と
も
宣
言
し
て
ま
す
。
す
る

と
結
局
ど
ん
な
図
書
館
を
目
指
し
て
い
て
、

僕
た
ち
学
生
に
は
、
ど
ん
な
ふ
う
に
使
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
か
？

　
図
書
館
の
本
の
使
い
方
と
い
う
の
は
時

代
に
応
じ
て
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
、
多
様

化
し
て
い
る
わ
け
だ
よ
ね
。
閲
覧
席
で
本

を
読
む
昔
か
ら
の
使
い
方
を
し
た
い
人
も

い
る
け
れ
ど
も
、
本
を
借
り
に
だ
け
来
る

っ
て
い
う
人
も
い
る
し
、
本
は
い
ら
な
い

け
れ
ど
勉
強
だ
け
し
に
来
る
人
も
い
る
。

パ
ソ
コ
ン
を
使
い
た
く
て
来
る
人
も
い
る
。

そ
れ
に
本
と
言
っ
て
も
、
今
後
は
だ
ん
だ

ん
電
子
書
籍
も
扱
う
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う

し
。

　
そ
れ
に
図
書
館
の
仕
事
は
、
目
に
見
え

る
図
書
館
の
建
物
内
の
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な

い
ん
だ
。
例
え
ば
学
内
で
電
子
ジ
ャ
ー
ナ

ル
を
読
め
る
よ
う
に
す
る
の
も
、
図
書
館

の
仕
事
だ
っ
て
知
っ
て
た
？
　
み
ん
な
が

ど
こ
で
も
資
料
を
使
え
る
よ
う
に
す
る
、

わ
ざ
わ
ざ
図
書
館
に
行
か
な
く
て
良
い
よ

う
に
す
る
の
も
、
重
要
な
図
書
館
の
使
命
。

こ
の
仕
事
は
見
え
に
く
い
か
ら
、
も
う
図

書
館
な
ん
か
い
ら
な
い
と
考
え
る
人
も
出

て
来
が
ち
で
、
ち
ょ
っ
と
逆
説
的
な
ん
だ

け
ど
。
と
に
か
く
、
僕
は
こ
れ
を
「
遠
心

化
の
ベ
ク
ト
ル
」
と
呼
ん
で
る
け
ど
、
一

面
で
図
書
館
は
ど
ん
ど
ん
バ
ー
チ
ャ
ル
な

存
在
に
な
っ
て
く
必
要
が
あ
る
わ
け
。

　
他
方
、
実
際
の
図
書
館
に
足
を
運
ぶ
か

ら
に
は
、
リ
ア
ル
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
け
な
い
。
み
ん
な

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
な
、
図
書
館
で

な
け
れ
ば
出
来
な
い
こ
と
、
図
書
館
で
研

究
し
た
り
、
図
書
館
で
勉
強
す
る
こ
と
の

価
値
を
ど
ん
ど
ん
高
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
こ
っ
ち
は
「
求
心
化
の
ベ
ク
ト
ル
」

と
呼
ん
で
る
け
ど
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
図
書

館
と
リ
ア
ル
な
空
間
と
し
て
の
図
書
館
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
い
い
と
こ
ろ
を
進
化
さ
せ
て

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
図
書
館
」
を
実
現
し
よ

う
と
い
う
の
が
、
今
回
の
計
画
の
大
き
な

柱
な
ん
で
す
。

―
―
そ
う
い
う
求
心
力
の
あ
る
図
書
館
は
、

簡
単
に
は
実
現
で
き
な
い
で
す
よ
ね
？　

ど
ん
な
工
夫
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
面
白
い
知
識
を
生
み
出
す
た
め
に
、
一

番
重
要
な
の
は
も
ち
ろ
ん
ヒ
ト
で
す
。
人

が
一
緒
に
作
業
で
き
る
と
い
う
環
境
を
設

計
す
る
こ
と
が
ま
ず
第
一
に
重
要
。
同
時

に
、
東
大
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る
付
加

価
値
を
図
書
館
や
図
書
館
の
本
に
加
え

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
だ
け

ど
、
図
書
館
の
リ
ア
ル
な
本
に
I
C
タ

グ
を
貼
っ
て
ネ
ッ
ト
と
結
び
つ
け
る
。
す

る
と
、
本
が
知
識
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
繋
が

っ
て
、
こ
の
本
を
勉
強
し
た
い
な
ら
こ
っ

ち
の
本
も
読
ん
だ
ら
と
薦
め
て
く
れ
る
と

か
、
こ
の
本
を
教
科
書
に
し
て
る
授
業
は

こ
の
教
室
で
や
っ
て
る
よ
、
と
教
え
て
く

れ
る
と
か
ね
。
こ
の
一
連
の
計
画
を
「
デ

ジ
タ
ル
・
フ
ォ
レ
ス
ト
（
図
書
館
を
知
の

森
に
す
る
計
画
）」
と
呼
ん
で
い
る
ん
だ

け
ど
、
あ
る
本
を
入
口
に
し
て
専
門
性
の

奥
深
く
に
入
っ
て
い
く
と
い
う
、
知
の
森

に
敷
か
れ
た
「
森
の
道
」
の
整
備
を
進
め

て
、
人
々
の
閲
覧
行
動
や
、
読
書
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
く
、
そ
ん
な
図
書
館
の
未
来

像
が
必
要
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う

も
の
を
段
階
的
に
実
現
し
て
い
き
た
い
。

―
―
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
プ
ラ
ザ
の
よ
う
な
空

間
が
増
え
て
い
く
と
、
東
大
生
の
ス
タ
イ

ル
、
勉
強
や
研
究
の
仕
方
も
変
わ
っ
て
い

き
そ
う
で
す
ね
。

　
地
下
に
で
き
る
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
プ
ラ
ザ

は
、
学
部
や
大
学
院
修
士
課
程
の
学
生
た

ち
が
、
自
分
た
ち
で
勉
強
し
て
発
信
す
る

場
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
大

学
の
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
い
う
と
ボ
ト

ム
の
位
置
に
い
る
君
た
ち
学
生
が
、
交
流

し
て
新
し
い
知
識
の
流
れ
を
つ
く
っ
て
い

く
と
い
う
動
き
を
生
み
出
し
て
ほ
し
い
ね
。

勉
強
会
か
ら
知
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
み

た
い
な
の
を
開
発
し
て
、
新
し
い
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
た
り
と
か
。
そ
こ

に
は
既
成
の
知
の
枠
組
み
を
揺
る
が
す
よ

う
な
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
。
だ
か
ら
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
い
う
消
費
者
視
点
で

は
な
く
て
、
新
し
い
も
の
を
つ
く
る
と
い

う
、
知
の
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
学
生
像
、

利
用
者
像
っ
て
い
う
の
を
追
求
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

　
図
書
館
に
限
ら
ず
、
型
に
は
め
る
偏
差

値
社
会
の
頂
点
に
あ
る
よ
う
な
官
僚
養
成

学
校
か
ら
脱
却
し
て
、
今
の
世
界
に
適
応

し
た
知
的
レ
ベ
ル
の
高
い
人
達
を
ど
う
や

っ
て
輩
出
し
て
い
く
か
と
い
う
の
が
、
東

大
の
教
育
の
改
革
の
最
大
の
テ
ー
マ
で
す
。

だ
か
ら
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
プ
ラ
ザ
の
よ
う
な
、

自
分
た
ち
で
い
ろ
ん
な
想
像
力
を
持
っ
て
、

自
由
に
創
発
を
す
る
こ
と
を
支
援
で
き
る

よ
う
な
設
備
を
用
意
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
学
生
が
失
敗
を
恐
れ
ず
に

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
、

自
由
な
環
境
を
用
意
す
る
こ
と
が
、
こ
れ

か
ら
の
大
学
や
教
師
の
使
命
な
ん
だ
と
思

っ
て
ま
す
。

―
―
新
図
書
館
計
画
に
、
学
生
の
意
見
を

も
っ
と
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
声

を
耳
に
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
君
た
ち
の
よ
う
に
学
生
サ
ポ
ー

タ
ー
（
A
C
S
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
て
ほ
し
い
で
す
。
学
生
の
意
見
を
知
る

に
は
、
一
斉
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
よ
う
な

方
法
も
大
切
だ
け
ど
、
ま
っ
た
く
新
し
い

図
書
館
の
在
り
方
を
構
想
す
る
の
は
、
そ

れ
だ
け
で
は
難
し
い
よ
ね
。
強
い
関
心
や

行
動
力
を
持
っ
た
学
生
と
図
書
館
が
議
論

を
積
み
重
ね
、
い
ろ
い
ろ
な
実
験
的
な
取

り
組
み
を
一
緒
に
す
る
こ
と
で
創
造
的

な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
る
。
そ
し
て
そ

れ
が
計
画
に
取
り
込
ま
れ
る
、
と
い
う
流

れ
が
理
想
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
届
け

た
い
意
見
が
あ
る
と
い
う
人
は
、
ぜ
ひ

A
C
S
に
申
し
込
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

図
書
館
は
何
を
す
る
と
こ
ろ
か
。

遠
心
化
と
求
心
化

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
図
書
館
」を
目
指
し
て

東
大
生
と
図
書
館
の「
転
換
」

図
書
館
が
「
学
び
」
を

加
速
す
る
た
め
に

大学院生が自分の研究分野
についてミニレクチャを行
うイベントを開催しまし
た。双方向的な授業設計を
学んだ、東京大学フューチ
ャーファカルティプログラ
ム（FFP）の修了生が講師
を務めました。

新図書館計画関係者への
インタビュー記事 Web 公
開、本誌「図書館の窓増刊 
New Library Project」の編
集に携わり、現状の計画を
広く、学生に分かりやすく
発信しています。

近年、全国的に活発になっ
ている図書館と学生の協働
活動。他大学の学生協働に
関わる学生スタッフとの
交流・情報交換を通じて、
ACS の活動もますます活
性化しています。

教育との連携

ACS の活動

新図書館計画の広報

他大学との交流

アカデミックコモンズサポーター（ACS）は、東大図書館の
未来の姿を提案する学生ボランティア組織です。学部生か
ら院生まで、分野も様々な学生が出会うことで、幅広い視
点からのアイディアが生まれています。ACSに関心がある方
は、新図書館計画ウェブサイトACSページをご覧ください。

この記事は 15,000 字に及ぶロングインタビューのごく一部をギュッと圧縮して再構成したものです。
元になった取材の完全版は、新図書館計画ウェブサイト ACS ページでご覧ください。
http://new.lib.u-tokyo.ac.jp/post_acs/1887

http://new.lib.u-tokyo.ac.jp/acs

石
田
英
敬 

新
図
書
館
計
画
推
進
室
長

「
新
図
書
館
計
画
」
に
よ
っ
て
、
東
大
生
と
図
書
館
の
関
係
は
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
？
　

学
生
に
よ
る
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
モ
ン
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
（
A
C
S
）」
が
、

新
図
書
館
計
画
の
推
進
責
任
者
で
あ
る
石
田
英
敬
教
授
に
聞
い
た
。

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の

「
知
」
の
再
編
を
期
待
す
る

東京大学附属図書館副館長、総合文化研究科教授。フランス文学・現代思想の
研究から出発し、専門は情報記号論、 メディア論。東大の知の改革にも長年取
り組み、1990 年代は駒場の改革に尽力、その後、2000 年代は新しい大学院情
報学環の創設に参加、2012 年まで情報学環長。2013 年から新図書館計画の推
進室長を務める。著書『記号の知／メディアの知』（東京大学出版会、2003 年）、

『自分と未来のつくり方』（岩波書店、2010 年） ほか多数。

石田英敬
（いしだ ひでたか） 

第 2 回ミニレクチャプログラム
(2015 年 2 月開催）

新図書館計画ウェブサイト ACS
ページ

学生協働ワークショップ（2014
年 9 月、お茶の水女子大学）
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新
図
書
館
が
目
指
す
　
　
つ
の
コ
ト

伝
統
と
未
来
が
融
合
し
た
、
新
し
い
図
書
館
の
か
た
ち
を
示
す
。

新
館
地
下
１
階
の

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
プ
ラ
ザ（
仮
称
）。

学
び
と
研
究
を
つ
な
ぐ
。

【
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
図
書
館
】

【
国
際
化
時
代
の
教
育
を
支
え
る
図
書
館
】

　

デ
ジ
タ
ル
革
命
は
、
グ
ー
テ
ン

ベ
ル
ク
以
来
の
大
革
命
だ
。

　

近
い
未
来
、
本
や
雑
誌
、
新
聞

　
「
能
動
的
学
習
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
）」
と
い
う
、
教
育

分
野
の
ト
レ
ン
ド
ワ
ー
ド
が
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
多
様
化
す
る
社

会
で
活
躍
で
き
る
力
が
求
め
ら
れ

る
中
、
従
来
的
な
学
び
、
知
識
を

イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
だ
け
の
受
動
的

な
学
び
で
は
な
く
、
自
ら
課
題
を

発
見
し
、
主
体
的
に
考
え
て
い
く

学
び
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

主
体
性
、
自
律
性
―
―
い
や
、

も
ち
ろ
ん
、
東
大
生
諸
君
に
は
も

と
も
と
備
わ
っ
て
い
る
も
の
か
も

し
れ
な
い
！　

キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩

け
ば
、
学
部
や
学
科
の
ラ
ウ
ン
ジ

で
、
教
室
で
、
食
堂
で
、
カ
フ
ェ

で
、
友
人
や
先
輩
と
議
論
し
、
学

び
を
深
め
て
い
る
姿
を
そ
こ
こ
こ

で
目
に
す
る
。

　

そ
う
し
た
学
び
を
さ
ら
に
促
進

す
る
の
が
、
新
図
書
館
の
コ
ン
セ

と
い
っ
た
旧
来
の
メ
デ
ィ
ア
で
得

ら
れ
て
い
た
情
報
が
、
す
べ
て
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
越
し
に
手
に
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
し

た
ら
、
私
た
ち
は
ど
の

よ
う
に
知
と
出
会
っ
て

い
く
の
だ
ろ
う
か
。

　

図
書
館
に
は
先
人
た

ち
に
よ
り
膨
大
な
時
間

を
か
け
て
編
ま
れ
て
き

た
知
の
体
系
が
静
か
に

息
づ
い
て
い
る
。
暗
い

書
庫
の
奥
深
く
、
光
の

射
さ
な
い
場
所
に
。
け

れ
ど
、
誰
か
が
ひ
と
た

び
ペ
ー
ジ
を
開
け
ば
、

そ
れ
は
生
き
生
き
と
輝

き
は
じ
め
、
知
の
よ
ろ
こ
び
を
伝

え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
本
は
開
か

れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
。

　

新
図
書
館
計
画
で
は
、
東
京
大

学
の
持
つ
膨
大
な
知
を
、
電
子
化

時
代
に
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い

く
か
を
検
討
し
て
い
る
。「
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
図
書
館
」
構
想
だ
。
私

た
ち
は
、
図
書
館
の
長
い
伝
統
と
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
り
可
能
と
な

っ
た
電
子
図
書
館
と
い
う
新
た
な

形
態
と
を
融
合
さ
せ
た
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
な
図
書
館
を
目
指
す
。

　

電
子
と
は
、
単
に
「
紙
」
が

「
デ
ジ
タ
ル
」
に
置
き
換
わ
っ
た

だ
け
で
は
な
く
、
ま
た
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
図
書
館
と
は
、
単
に
紙
と
電

子
的
資
料
を
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
し
て

い
る
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
は
な

い
は
ず
だ
。
電
子
化
時
代
の
新
し

い
「
読
書
」
と
は
何
な
の
か
、
本

や
情
報
を
ど
の
よ
う
に
探
す
の
か
、

検
索
シ
ス
テ
ム
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
適
し
て
い
る
か
、
図
書
館
の

持
つ
情
報
と
東
京
大
学
の
持
つ
他

の
学
術
情
報
は
ど
の
よ
う
に
つ
な

が
り
う
る
の
か
。
様
々
な
検
討
が

始
ま
っ
て
い
る
。

　

新
図
書
館
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

図
書
館
と
し
て
、
様
々
な
学
術
情

報
を
結
び
つ
け
、
知
を
つ
む
ぎ
だ

せ
る
場
と
し
て
、
東
京
大
学
の
新

た
な
知
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

プ
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
学
び
の

た
め
の
様
々
な
ツ
ー
ル
、
す
な
わ

ち
本
や
雑
誌
、
電
子
リ
ソ
ー
ス
な

ど
の
情
報
資
源
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
と
い
っ
た
設

備
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
気
軽
に

聞
け
る
T
A
や
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア

ン
と
い
っ
た
人
的
資
源
が
手
に
入

る
、
居
心
地
の
よ
い
快
適
な
空
間
。

教
育
改
革
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、

新
図
書
館
は
、
東
大
生
の
学
び
を

支
え
る
中
心
的
な
場
所
と
な
る
。

　

さ
ら
に
そ
こ
で
は
、
高
度
な
知

に
触
れ
、「
研
究
」
と
出
会
え
る

場
と
な
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
て
い

る
。
様
々
な
分
野
の
学
生
や
研
究

者
が
集
い
、
研
究
発
表
や
多
様
な

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
同
じ
場
所

で
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

こ
に
参
加
す
る
誰
に
と
っ
て
も
刺

激
の
あ
る
空
間
が
生
ま
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
。

新
図
書
館
が
目
指
す
　
　
つ
の
コ
ト

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
新
図
書
館
計
画
に
よ
っ
て

様
々
な
施
設
、
設
備
、
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
さ
れ
、

東
京
大
学
附
属
図
書
館
は
未
来
の
「
知
」
を
支
え
る
新
た
な
拠
点
と
な
っ
て
い
く
。

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
新
図
書
館
が
目
指
す
５
つ
の
理
念
を
紹
介
す
る
。新

館
地
下
に
は
巨
大
な
自
動
化
書
庫
。

紙
の
本
や
雑
誌
を
保
管
す
る
意
義
と
は
？

そ
こ
に
行
け
ば
何
か
が
起
こ
る
、

多
様
な
人
や「
知
」の
集
ま
る
場
所
へ
。

【
出
版
文
化
を
支
え
る
図
書
館
】

【
社
会
に
ひ
ら
く
図
書
館
】

　

多
く
の
研
究
は
論
文
の
形
で
発

表
さ
れ
る
。
耳
タ
コ
か
も
し
れ
な

い
が
、
論
文
を
書
く
と
き
大
切
な

の
は
、
他
人
の
意
見
と
、
自
分
の

意
見
を
き
ち
ん
と
分
け
る
こ
と
だ
。

他
人
の
意
見
を
知
ら
な
け
れ
ば
い

く
ら
独
創
的
な
意
見
で
も
独
り
よ

が
り
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

つ
ま
り
、「
巨
人
の
肩
の
上
に

立
つ
」、
そ
の
分
野
の
膨
大
な
先

行
研
究
に
学
び
、
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
新
た
な
知
見
を
示
す
こ
と
が

　

新
図
書
館
計
画
で
は
、
本
郷
キ

ャ
ン
パ
ス
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活

か
し
、
上
野
・
本
郷
地
区
を
結
ん

で
文
化
芸
術
施
設
と
連
携
し
て
い

こ
う
と
す
る
取
り
組
み
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
日
本

の
学
術
・
芸
術
文
化
を
世
界
に
発

信
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
上
野
地
区
の
施
設

と
と
も
に
文
化
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
織
し
た
り
、
ア
ー
カ
イ
ブ
を

相
互
接
続
し
た
り
、
協
働
で
企
画

求
め
ら
れ
て
い
る
。
学
問
は
先
人

た
ち
の
知
の
体
系
の
上
に
成
り
立

っ
て
い
る
。

　

学
術
出
版
文
化
は
、
こ
う
し
た

知
の
体
系
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
。

研
究
成
果
は
本
や
雑
誌
の
形
で
出

版
さ
れ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
次
の

研
究
者
が
新
た
な
知
を
創
造
す
る
。

知
が
生
み
出
さ
れ
る
循
環
の
中
に

は
、
出
版
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
つ

ね
に
存
在
し
て
き
た
の
だ
。
そ
し

て
、
出
版
プ
ロ
セ
ス
の
核
と
な
る

を
行
う
な
ど
、
可
能
性
は
幅
広
い
。

　

知
的
な
交
流
が
行
わ
れ
、
知
的

な
刺
激
が
受
け
ら
れ
る
図
書
館
を
、

私
た
ち
は
目
指
し
て
い
る
。

　

東
京
大
学
の
知
を
社
会
に
ひ
ら

く
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
人
々
が

図
書
館
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
こ
と
が
一
方
で
、
学
生
や
研

究
者
に
も
新
た
な
刺
激
を
与
え
る
。

そ
し
て
そ
こ
か
ら
新
た
な
発
見
が
、

新
た
な
知
が
生
み
出
さ
れ
る
。
―

―
こ
の
よ
う
な
循
環
が
可
能
な
の

編
集
プ
ロ
セ
ス
は
、
典
拠
の
正
確

性
を
担
保
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

編
集
者
た
ち
は
そ
の
た
め
に
、
過

去
の
学
術
書
を
ひ
も
と
く
。

　

電
子
化
が
進
む
中
で
、
改
変
不

可
能
な
固
定
さ
れ
た
形
で
「
知
の

厳
密
性
」
を
担
保
し
て
お
く
こ
と

は
重
要
だ
。
す
な
わ
ち
、
ど
こ
か

で
は
な
い
か
？　

私
た
ち
は
そ
う

考
え
、
新
図
書
館
の
完
成
に
先
立

ち
、「
新
図
書
館
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
」
な
ど
、
知
的
対
話
の
場
を
企

画
し
て
い
る
。

　

多
様
な
ア
イ
デ
ィ
ア
、
知
や
人

で
誰
か
が
、
原
典
を
保
存
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

新
図
書
館
は
、
新
た
に
建
設
す

る
地
下
自
動
化
書
庫
に
大
量
の
紙

の
本
や
雑
誌
を
収
蔵
す
る
。
こ
の

こ
と
は
、
出
版
文
化
の
下
支
え
と

な
り
、
ひ
い
て
は
学
術
文
化
を
発

展
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

と
の
出
会
い
、
つ
な
が
り
を
可
能

に
す
る
図
書
館
。
そ
こ
に
行
け
ば

何
か
が
起
こ
る
、
そ
ん
な
期
待
を

抱
か
れ
る
よ
う
な
図
書
館
を
目
指

し
て
、
新
図
書
館
は
取
り
組
み
を

進
め
る
。
出
会
い
の
場
と
し
て
の

図
書
館
、
乞
う
ご
期
待
。

本
館
４
階
に

世
界
水
準
の
ア
ジ
ア
研
究
拠
点
を
。

【
ア
ジ
ア
研
究
図
書
館
】

　

東
京
大
学
の
数
多
く
の
図
書

館
・
図
書
室
・
研
究
室
に
は
膨
大

な
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、

中
で
も
「
ア
ジ
ア
」
に
関
わ
る
資

料
は
、
質
量
と
も
に
世
界
に
誇
り

う
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
資
料
を

集
め
、
ま
た
結
び
つ
け
、
す
ぐ
れ

た
研
究
機
能
を
持
つ
世
界
水
準
の

ア
ジ
ア
研
究
の
一
大
拠
点
を
築
く
。

そ
れ
が
「
ア
ジ
ア
研
究
図
書
館
」

計
画
だ
。

　

そ
も
そ
も
「
ア
ジ
ア
」
と
は
何

で
、
ど
こ
な
の
か
。
ア
ジ
ア
研
究

図
書
館
の
最
初
の
大
き
な
問
い
だ
。

例
え
ば
北
ア
フ
リ
カ
、
ス
ペ
イ
ン
、

サ
ハ
ラ
以
南
は
「
ア
ジ
ア
」
か
否

か
…
…
？

　

東
京
大
学
で
は
、
地
理
的
な

「
ア
ジ
ア
」
の
枠
に
し
ば
ら
れ
ず
、

問
題
系
と
し
て
の
「
ア
ジ
ア
」
を

幅
広
く
考
え
る
研
究
図
書
館
を
目

指
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
ア
ジ
ア

で
な
い
何
か
」
を
切
り
落
と
す
も

の
で
は
な
く
、「
ア
ジ
ア
」
か
ら

世
界
を
広
く
捉
え
る
も
の
に
な
る

は
ず
だ
。「
ア
ジ
ア
」
と
い
う
タ

ー
ム
の
も
と
に
、
多
様
な
学
問
分

野
が
結
び
つ
き
、
行
き
交
う
。
新

し
い
知
の
空
間
で
あ
る
。

　

豊
富
な
蔵
書
の
「
紙
」
の
力
に
、

数
多
く
の
研
究
者
の
「
人
」
の
力

と
、
新
し
い
「
デ
ジ
タ
ル
」
の
力

が
結
び
つ
く
こ
と
で
出
現
す
る
世

界
水
準
の
ア
ジ
ア
研
究
環
境
に
、

国
内
外
の
研
究
者
が
集
い
、
新
た

な
輪
が
広
が
っ

て
い
く
。
ア
ジ

ア
研
究
図
書
館

は
、
東
京
大
学

の
特
徴
の
ひ
と

つ
〈
知
の
顔
立

ち
〉
を
示
す
も

の
と
な
っ
て
い

く
こ
と
だ
ろ
う
。

5

ライブラリープラザ（仮称）では多様な
学習スタイルが可能だ（写真はイメージ）

根本彰教授を囲んでディスカッション
（新図書館トークイベント 6）

総合図書館所蔵のチベット語経典
「聖七如来往昔本願殊勝大乗経」

朝鮮の古地図を調査する
本学研究スタッフ

長い歴史の中で蓄積された
紙の本や雑誌を保管し、

「知の厳密性」を担保する

電子と紙の書籍が併存する「ハイブリッド書架」
制作実証実験を行っている

Vision

1

Vision

2

Vision

3

Vision

4
Vision

5

illustration：しらいゆうこ
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図書館サービス東大図書館には、あなたの学びを手助けする
便利なサービスが盛りだくさん。使わないなんてもったいない！

なかでもイチオシの図書館サービスをご紹介します。

入学したばかりの１年生。
図書館はたまにしか
行かない。

レポート提出を
目前に控えた
悩める２年生。

図書館ならお任せ！な 4 年生。　
中の人より図書館に詳しいとの噂。

SSL-VPN Gateway サービスを使えば、
学内ネットワークのみで利用可能な
電子ジャーナルなどに、自宅など学外からもアクセス
できるようになります。（一部除く）

東京大学の学部を卒業された方、
大学院を修了された方は

「東京大学附属図書館入館証」を持つことができます。

東京大学には、大学の様々な活動に
学生が積極的に参画することを奨励するために、
意欲ある学部学生（一部大学院学生を含む）を

「ジュニア・ティーチング・アシスタント」（略称ジュニアＴＡ）
に任命し、奨励金を支給する制度があります。
ジュニア TA になって、もっと図書館と関わってみませんか？
募集時期など、詳しくは各図書館・室でお尋ねください！

http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/
faq/gakugai.html

http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/sogoto/
contents/alumni.html

学生共通アカウント（ECCS 新規利用者講習会受講済み）
が必要です。サービスの利用方法については、Web サイ
トをご確認ください。

「入館証」は全学共通で、総合図書館・駒場図書館・柏図
書館・医学図書館・農学生命科学図書館・文学部 3 号館
図書室への入館が可能です。サービス内容や手続きの方法
など、詳細は Web サイトをご確認ください。
*「入館証」で貸出サービスは受けられません。

代表的なのは、返本作業や書架整理、図書の選定、蔵書点
検ですが、他にも多様な業務があります。期間も、短期

（長期休暇中の 1 ～ 2 週間など）や長期（週 1 回 2 時間の
勤務が半年など）と募集によって異なります。

学外から電子ジャーナルや
データベースにアクセスしよう！

卒業後も東大図書館を使おう！

図書館のジュニアTAになろう！

何が必要なの？

「東京大学附属図書館入館証」
で何ができるの？

図書館で何をするの？

ジュニア TA 経験者の声
文学部生

（主な業務：返本、選書　
＠総合図書館）

自分では手に取らないジャ
ンルの本にも出会えるのが
面白いです。キャンパス内
で働けるのも便利ですね。

教養学部生
（主な業務：蔵書点検、

図書館ツアー案内＠駒場図書館）

図書館の普段入れない場所
に立ち入ったほか、図書館
業務に携わることができた
のはよい経験になりました。

マンガで知ろう！

あなたの
ための

※このページで紹介するサービスは学生向けのものです。また、内容は 2015 年 3 月現在のものです。

ネットで本を取り寄せよう文献検索でつまずいたら図書館だってつながります

MyOPACを使えば、学内外から資料の取り寄せが可能。また、開
館日や図書館で開催されるイベントの案内、予約・延滞中の資料
まで一目で分かります。他にも便利なサービスがたくさん。今す
ぐ使ってみよう！
https://opac.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/myopac/

マンツーマンの相談の他に、文献検索やデータベース
の利用方法を学ぶ講習会もあります。オーダーメイド
にも対応！
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html 

 カウンターはちょっと…な方には、Web上のASKが
おすすめ。いつでも、どこからでも質問できます。
https://opac.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/ask/

utroam のアカウントを取得すると、キャンパスに持ち込んだタ
ブレットやノートパソコンでインターネットが使えます。学内
ネットワークにつながるので、各種データベースにアクセスす
る煩雑な手続きが不要です。
http://utroam.nc.u-tokyo.ac.jp/ 
（学内アクセス限定）

そんなあなたに朗報！
図書館では

全学無線LANサービス
utroamを使えます

ネットで質問できる
ASKも使ってみてね

あきらめなくても
大丈夫。

他のキャンパスにあれば
取り寄せられるよ！

参考文献が
全然見つけられない…

図書館は
集中できるけど…

自分の
PCだとネットに
つながってない
から不便

学内ネットワークに
つながるから、
データベースや
電子ジャーナルにも
らくらくアクセス

こらこら

やった～、
はかどる～

つながったことだし、
ネットサーフィン
でもやるか

文献を探すのを
手伝ってくれるよ

よ
し
、
相
談
に

行
っ
て
み
よ
う
！

借りたい本が
貸出中！
返却期限は

しばらく先みたい…

そんなときは
MyOPAC！

レポート作成中

柏図書館駒場図書館総合図書館

へ
ぇ
〜

  柏図書館にあった！
早速申し込もうっと

困ったときは図書館に相談！



　

総
合
図
書
館
前
広
場
は
現
在
工
事

中
で
地
面
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
以
前
は
、
見
事
な
枝
ぶ
り
の
２
本

の
巨
大
な
ク
ス
ノ
キ
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は

な
き
ク
ス
ノ
キ

は
、
ど
こ
へ
？

伐
採
さ
れ
た
？

い
い
え
、
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

東
京
大
学
の
重

要
な
資
産
と
い

う
こ
と
で
、
本

郷
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
移
植
さ
れ

た
の
で
す
。

　

2
0
1
2
年
６
月
11
日
か
ら
29
日
に
か

け
て
行
わ
れ
た
大
が
か
り
な
作
業
の
末
、
総

重
量
50
～
80
ト
ン
に
も
及
ぶ
大
木
の
ク
ス
ノ

キ
は
、
医
学
部
２
号
館
前
広
場
に
無
事
、
移

植
さ
れ
ま
し
た
。
移
植
後
の
活
着
を
容
易
に

す
る
た
め
に
、
移
植
の
１
年
ほ
ど
前
に
太
根

を
切
断
し
、
埋
め
戻
し
て
切
断
部
付
近
に
細

根
の
生
育
を
促
す
と
と
も
に
（
こ
れ
が
ま
さ

に
「
根
回
し
」
で
す 

）、
木
の
生
命
力
を
い

っ
た
ん
弱
め
る
た
め
に
枝
を
大
胆
に
落
と
す

な
ど
の
入
念
な
準
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
新
天
地
に
す
っ
か
り
根
付
き
、

枝
ぶ
り
も
少
し
ず
つ
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ク
ス
ノ
キ
跡
地
に
建
設
さ
れ
る
新
図
書
館
の

地
下
空
間
も
、
東
京
大
学
の
知
に
少
し
ず
つ

根
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

学生スタッフ
　東京大学 新図書館計画学生サポーター
　（アカデミックコモンズサポーター（ACS））
　　清重 亜由子（教養学部・企画 / 編集 / 撮影協力）
　　横澤 直人（教養学部・企画 / 撮影協力）　
　　佐藤 太一（経済学部・取材 / 撮影協力）　
　　吉田 健人（理学系研究科・取材 / 撮影協力）　
　　吉田 塁（新領域創成科学研究科・取材 / 撮影協力）　

Special Thanks
　川添 善行（生産技術研究所・准教授）
　冨澤 かな（アジア研究図書館上廣倫理財団寄付研究部門（U-PARL）・特任准教授）
　岩谷 舟真（人文社会系研究科）
　成澤 めぐみ（総合図書館）　
　楳原 衣恵（情報システム部）
　松浦 友紀子（総合図書館）
　古島 唯（総合図書館）

東京大学新図書館計画
（Web サイト）
　http://new.lib.u-tokyo.ac.jp/

（Facebook）
　https://www.facebook.com/UTokyoNewLibrary

（twitter）
　https://twitter.com/UTokyoNewLib

企画
　東京大学 新図書館計画学生サポーター
　（アカデミックコモンズサポーター（ACS））

企画制作
　東京大学附属図書館 
　新図書館計画推進室 職員課題検討グループ

共同制作
　東京大学附属図書館 広報委員会

アートディレクション・デザイン
　白井 瑞器（branco-design）

印刷
　（株）平河工業社
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編集長
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副編集長
　立原 ゆり（農学生命科学図書館・p14-15 執筆）

編集スタッフ
　谷島 貫太（新図書館計画推進室・特任研究員）		
　牧 美穂子（法学部研究室図書室・p6-7 執筆）
　白石 慈（薬学図書館・p8-9 執筆）
　守屋 文葉（総合図書館・p10-11 執筆）
　並木 映李香（総合図書館・p10-13 執筆）
　秦野 寛子（総合図書館・p10-11 執筆）
　大谷 智哉（総合図書館・p12-13 執筆）
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新
図
書
館
計
画
で
は
、
み
な
さ

ま
の
ご
寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
京
大

学
の
知
を
集
積
・
創
造
・
発
信
す

る
新
た
な
知
の
拠
点
を
作
ろ
う
と

い
う
非
常
に
大
規
模
な
も
の
で
あ

り
、
多
額
の
建
設
経
費
が
必
要
で

す
。
ま
た
高
度
化
し
た
新
図
書
館

の
機
能
を
支
え
て
い
く
た
め
に
は
、

相
当
額
の
運
営
費
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
東
京
大
学
で
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
の
基
金

を
設
け
ま
し
た
。

　
世
界
に
開
か
れ
た
東
京
大
学
の

知
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
と
い
う
「
夢
」
の
実
現
に
向

け
て
、
ぜ
ひ
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
特
別
利
用

証
や
お
名
前
の
入
っ
た
銘
板
な
ど

の
特
典
も
あ
り
ま
す
。

ご
寄
付
の
お
願
い

ク
ス
ノ
キ
は
ど
こ
へ
？

附属図書館は、総合図書館、駒場図書館、柏図
書館の３つのキャンパス拠点図書館と、学部や
研究所の専門分野に対応した32の部局図書館・
室が作るネットワークです。学習・教育・研究
の身近な拠点として、東京大学の多様な知を支
えています。

東京大学の歴史とともに蓄積されてきた蔵書の数。国立国会図書館に次
いで国内２位の規模を誇ります。

アクセス可能な電子ジャーナルタイトル数。電子ジャーナルは、今や研
究活動に必須のインフラとなっています。多くのジャーナルにアクセス
できる環境を整えています。

総
合
図
書
館

特
別
利
用
証
サ
ン
プ
ル

の図書館・室

学内に

蔵書数

電子ジャーナル

（2013年度）

（2013年度）

タイトル

冊

http://utf.u-tokyo.ac.jp/
project/pjt31.html  

詳細については

をご覧ください。

移植作業中のクスノキ

Qお
し

え
て

図
書

館！

A UTokyo Libraries in numbers
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28,466

数字で見る東大図書館

N
ew

 Lib
ra

ry Project
2015

年
3

月
19

日
発

行
　

発
行

人
：

関
川

雅
彦

　
発

行
：

東
京

大
学

附
属

図
書

館
　

〒
113-0033　

東
京

都
文

京
区

本
郷

7-3-1
図

書
館

の
窓

 増
刊


